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系外惑星の観測によると、系外惑星の軌道長半径、質量とその中心星の重元素存在度には相関がある。中心星
の重元素量は微惑星が中心星に集積することで変わる。微惑星による「汚染」は中心星全体の１％程度しかない対
流層のみに濃集されるので、この効果は大きい可能性がある。一方、中心星の比較的近くに巨大惑星があると、遠
方の惑星によって、中心星へと、はねとばされてきた微惑星を系外に散乱するという、「汚染」を阻害するシール
ディング効果がある。そこで巨大惑星の軌道長半径、質量を変えて、微惑星の重力散乱をモンテカルロ計算し、こ
のシールディング効果を定量的に見積り、中心星の重元素量の観測データと比較した。 
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